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(百万円未満切捨て)

１．2025年３月期第１四半期の業績（2024年４月１日～2024年６月30日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

営業収入 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第１四半期 2,080 7.3 88 42.2 120 30.7 109 △14.6

2024年３月期第１四半期 1,938 △13.0 62 11.6 91 25.2 128 181.8

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第１四半期 19.87 －

2024年３月期第１四半期 23.26 －

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第１四半期 5,775 3,707 64.2

2024年３月期 5,912 3,741 63.3
(参考) 自己資本 2025年３月期第１四半期 3,707百万円 2024年３月期 3,741百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 0.00 － 11.00 11.00

2025年３月期 －

2025年３月期(予想) 0.00 － 11.00 11.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

３．2025年３月期の業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 4,500 11.7 100 △11.5 110 △24.6 90 △59.1 16.27

通期 8,200 1.3 195 0.2 200 △24.4 165 △43.4 29.82

(注)直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料７ページ「２.四半期財務情報及び主な注記（３）四半期財務諸表に関する注記事項（四半
期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）をご覧ください。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年３月期１Ｑ 6,228,039株 2024年３月期 6,228,039株

② 期末自己株式数 2025年３月期１Ｑ 695,307株 2024年３月期 695,215株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期１Ｑ 5,532,796株 2024年３月期１Ｑ 5,533,174株

※ 添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査
法人によるレビュー

： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
●本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項については、添付資料３ページ「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来
予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期累計期間（2024年４月１日～2024年６月30日）におけるわが国経済は、社会経済活動の正常化が進

み、引き続き緩やかな回復が続きました。一方で世界経済はウクライナ情勢の長期化、中東情勢の緊迫化による地

政学的リスクの増大、円安による原材料やエネルギー価格の高騰など、先行き不透明な状況が続いております。

当社におきましては新規顧客の獲得と既存顧客とのお取引深耕に取り組み、国際一貫輸送のさらなる受注獲得を

目指して営業活動を展開してまいりました。円安の影響下で輸入貨物の荷動きが弱い状況で推移する中、当社主要

取引先の受注が堅調に推移したため、営業収入は増収、営業利益についても増益となりました。

この結果、当第１四半期累計期間における営業収入は2,080,147千円で、前年同四半期累計期間と比べ141,504千

円（7.3％）の増収となりました。営業利益は88,584千円で、前年同四半期累計期間と比べ26,290千円（42.2％）の

増益となりました。経常利益は120,196千円で、前年同四半期累計期間と比べ28,227千円（30.7％）の増益となりま

した。また、四半期純利益は109,958千円となり、前年同四半期累計期間と比べ18,761千円（14.6％）の減益となり

ました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

① 港湾運送事業

当社の主要セグメントである当セグメントにおきましては、当社主要取引先の受注が堅調に推移したため、前年

同四半期累計期間と比べて増収増益となりました。

この結果、営業収入（セグメント間の内部売上高又は振替高を除く)は2,030,154千円で、前年同四半期累計期間

と比べ144,033千円（7.6％）の増収となり、全セグメントの97.6％を占めております。

セグメント利益（営業利益）は168,942千円で、前年同四半期累計期間と比べ38,399千円（29.4％）の増益となり

ました。

② 自動車運送事業

当セグメントにおきましては、収益的には厳しい状況が続きました。

この結果、営業収入（セグメント間の内部売上高又は振替高を除く)は49,021千円で、前年同四半期累計期間と比

べ2,411千円（4.7％）の減収となり、全セグメントの2.4％を占めております。

セグメント損失（営業損失）は2,121千円、（前年同四半期累計期間は2,798千円のセグメント利益（営業利

益））となりました。これは燃料費等諸コスト高騰の影響によるものであります。

③ その他

当セグメントにおきましては、前年同四半期累計期間とほぼ同水準となりました。

この結果、営業収入は971千円で、前年同四半期累計期間と比べ118千円（10.9％）の減収となり、全セグメント

の0.0％を占めております。

セグメント利益（営業利益）は963千円で、前年同四半期累計期間と比べ118千円（10.9％）の減益となりまし

た。
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（２）財政状態に関する説明

当第１四半期会計期間末における流動資産は、前事業年度末より100,001千円減少して2,975,276千円となりまし

た。これは営業未収入金の増加24,693千円、立替金の増加17,466千円、その他流動資産の増加22,441千円、現金及

び預金の減少163,944千円等によるものであります。

固定資産は、前事業年度末より36,777千円減少して2,800,681千円となりました。これは投資有価証券の減少

32,927千円等によるものであります。

流動負債は、前事業年度末より3,168千円増加して1,259,019千円となりました。これは未払金の増加77,434千円、

賞与引当金の減少36,930千円、未払法人税等の減少30,350千円等によるものであります。

固定負債は、前事業年度末より106,029千円減少して809,684千円となりました。これは長期借入金の減少68,560

千円、その他固定負債の減少36,040千円等によるものであります。

純資産は、前事業年度末より33,918千円減少して3,707,253千円となりました。これは繰越利益剰余金の増加

43,011千円、その他有価証券評価差額金の減少82,980千円等によるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想は現時点で入手可能な情報に基づいておりますが、実際の数値は今後様々な要因により、予想数値と異

なる可能性があります。なお業績予想につきましては、不確定要因が大きく、2024年５月14日の「2024年３月期決

算短信」で公表いたしました第２四半期累計期間及び通期の業績予想を変更しておりません。

なお、今後の見通しにつきましては引き続き検討を行い、業績予想に関して修正の必要が生じた場合には、速や

かに開示する予定であります。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2024年３月31日)

当第１四半期会計期間
(2024年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,779,495 1,615,550

受取手形 1,418 958

営業未収入金 738,694 763,388

立替金 505,649 523,115

その他 56,126 78,567

貸倒引当金 △6,105 △6,304

流動資産合計 3,075,278 2,975,276

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 76,967 75,973

構築物（純額） 1,687 1,649

機械及び装置（純額） 31,454 29,883

車両運搬具（純額） 31,075 27,650

工具、器具及び備品（純額） 2,582 2,314

土地 576,183 576,183

リース資産（純額） 12,687 13,493

有形固定資産合計 732,637 727,148

無形固定資産

ソフトウエア 3,133 2,932

ソフトウエア仮勘定 32,500 32,500

のれん 83,793 76,810

その他 4,188 4,188

無形固定資産合計 123,614 116,430

投資その他の資産

投資有価証券 1,811,414 1,778,487

差入保証金 76,054 75,937

その他 226,027 226,027

貸倒引当金 △132,290 △123,350

投資その他の資産合計 1,981,206 1,957,102

固定資産合計 2,837,458 2,800,681

資産合計 5,912,736 5,775,957
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(単位：千円)

前事業年度
(2024年３月31日)

当第１四半期会計期間
(2024年６月30日)

負債の部

流動負債

営業未払金 618,508 619,203

1年内返済予定の長期借入金 381,410 351,384

未払金 43,347 120,781

未払法人税等 83,891 53,541

賞与引当金 49,413 12,483

その他 79,279 101,625

流動負債合計 1,255,850 1,259,019

固定負債

長期借入金 470,913 402,353

退職給付引当金 212,171 210,741

その他 232,630 196,590

固定負債合計 915,714 809,684

負債合計 2,171,564 2,068,704

純資産の部

株主資本

資本金 2,394,398 2,394,398

資本剰余金

資本準備金 52,473 52,473

資本剰余金合計 52,473 52,473

利益剰余金

利益準備金 29,092 35,178

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 1,031,238 1,074,249

利益剰余金合計 1,060,330 1,109,428

自己株式 △312,437 △312,473

株主資本合計 3,194,765 3,243,827

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 546,406 463,425

評価・換算差額等合計 546,406 463,425

純資産合計 3,741,171 3,707,253

負債純資産合計 5,912,736 5,775,957



株式会社大運(9363) 2025年３月期 第１四半期決算短信

6

（２）四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：千円)
前第１四半期累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

営業収入 1,938,642 2,080,147

営業原価 1,797,236 1,905,379

営業総利益 141,406 174,768

販売費及び一般管理費 79,113 86,183

営業利益 62,293 88,584

営業外収益

受取利息 1 7

受取配当金 25,899 29,407

受取家賃 6,600 6,720

雑収入 6,877 8,743

営業外収益合計 39,378 44,878

営業外費用

支払利息 1,630 1,494

為替差損 5,213 8,912

賃貸費用 2,859 2,859

営業外費用合計 9,702 13,266

経常利益 91,969 120,196

特別利益

固定資産売却益 － 1,272

投資有価証券売却益 96,470 39,361

特別利益合計 96,470 40,633

税引前四半期純利益 188,439 160,830

法人税、住民税及び事業税 59,719 50,872

法人税等合計 59,719 50,872

四半期純利益 128,720 109,958
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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（セグメント情報等の注記）

Ⅰ 前第１四半期累計期間（自 2023年４月１日 至 2023年６月30日）

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期財務
諸表計上額
（注）３港湾運送事業

自動車運送
事業

計

売上高

顧客との契約から生じる
収益

1,886,120 51,432 1,937,553 1,089 1,938,642 － 1,938,642

外部顧客への売上高 1,886,120 51,432 1,937,553 1,089 1,938,642 － 1,938,642

セグメント間の内部売上
高又は振替高

280,207 120,196 400,404 － 400,404 △400,404 －

計 2,166,327 171,629 2,337,957 1,089 2,339,047 △400,404 1,938,642

セグメント利益 130,542 2,798 133,341 1,082 134,423 △72,130 62,293

(注) １. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険その他を含んでおります。

２. セグメント利益の調整額の内容は、△72,130千円は全社費用であり、その内容は主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。

３. セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第１四半期累計期間（自 2024年４月１日 至 2024年６月30日）

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期財務
諸表計上額
（注）３港湾運送事業

自動車運送
事業

計

売上高

顧客との契約から生じる
収益

2,030,154 49,021 2,079,175 971 2,080,147 － 2,080,147

外部顧客への売上高 2,030,154 49,021 2,079,175 971 2,080,147 － 2,080,147

セグメント間の内部売上
高又は振替高

324,843 126,346 451,189 － 451,189 △451,189 －

計 2,354,997 175,367 2,530,364 971 2,531,336 △451,189 2,080,147

セグメント利益又は損失
（△）

168,942 △2,121 166,821 963 167,785 △79,201 88,584

(注) １. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険その他を含んでおります。

２. セグメント利益又は損失（△）の調整額の内容は、△79,201千円は全社費用であり、その内容は主に報告

セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３. セグメント利益又は損失（△）は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（四半期キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりで

あります。

前第１四半期累計期間
（自 2023年４月１日
至 2023年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自 2024年４月１日
至 2024年６月30日）

減価償却費 10,810千円 8,537千円

のれんの償却額 6,982千円 6,982千円



株式会社大運(9363) 2025年３月期 第１四半期決算短信

10

独立監査人の四半期財務諸表に対する期中レビュー報告書

2024年８月13日

株式会社大運

取締役会 御中

かがやき監査法人

大阪事務所

指定社員

業務執行社員
公認会計士 森 本 琢 磨

指定社員

業務執行社員
公認会計士 深 井 大 督

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社大運の2024年４月１日から2025年３月31日

までの第105期事業年度の第１四半期会計期間（2024年４月１日から2024年６月30日まで）及び第１四半期累計期間

（2024年４月１日から2025年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書

及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表

等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、

四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信

じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人とし

てのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記

載の省略が適用されている。）に準拠して四半期財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要

な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切であ

るかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める

記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する

責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期財

務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュ

ー手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施

される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四

半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する

会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠し

て作成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な

不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又

は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又

は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基

づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及

び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作

成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認

められないかどうかを評価する。

・ 四半期財務諸表に対する結論を表明の基礎となる、会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人は、四半期

財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の結論に対し

て責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項

について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

(注) １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。


